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研究成果の概要（和文）：東南アジアの農山漁村では、商品作物栽培の普及や農外就業機会の増加をドライバーとして
生業転換が進行している。農山漁村の住民は常に複数の生業を組み合わせて持続的な生存基盤を確保しているが、生業
転換は、多くの場合、複数の生業すべてを変化させるのではなく、その一部を変化させるものである。これに対して複
数の生業すべてを変化させた場合には生活が極度に困難な状態に陥るリスクを負う。したがって、持続型生存基盤の観
点から生業を構造化して生業転換の可能性とリスクを論じる必要があること、また、教育、就労、家族形態を含む生活
全般を視野に入れて検討する必要があることが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：This study focused on changes in livelihood of rural Southeast Asia during the las
t several decades and tried to identify sustainable humanosphere there. The case studies were carried out 
at the mountainous and lowland areas in Southeast Asia. The major conclusions are 1) rural livelihood in S
outheast Asia are affected by both rapidly-changing governance and market and comparatively stable social 
and family networks; 2) the major driver of change is the connection between rural livelihood and global g
overnance and market; 3) the major strategy of rural people to establish sustainable humanosphere is livel
ihood diversification at the household and community levels; 4) people confront higher risks when they sim
plify livelihood and/or change the whole set of livelihood. These suggest that identifying the structure o
f livelihood and examining possibility and risks accompanied by livelihood transition are the major resear
ch agenda of sustainable humanosphere studies at the regional level.
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１．研究開始当初の背景 
 
(1) 地球環境問題を踏まえて21世紀の地球
社会を展望するためには、今日の人類社会が
普遍的な規範とする生産の効率化という発
想を相対化し、自然環境の変動や不確実性の
もとでいかに生存するかという発想を持続
型生存基盤パラダイムとして強化する必要
がある。そのためには、地球システムの持つ
循環力や自然生態系のもつ再生力に着目し
て人類社会の技術や制度を再編する必要が
ある。 
 
(2) 持続型生存基盤パラダイムを、人類社
会を変革する力を兼ね備えたパラダイムと
するためには、このパラダイムを特定の地域
にダウンスケーリングし、変動しつつある地
域社会と住民の生活実践を踏まえて、それぞ
れの地域における持続型生存基盤とは何か、
という問いに答えていく必要がある。 
 
(3) 1980 年代以降、東南アジア諸国の農山
漁村では生業転換が進行した。生業転換は、
地域住民と生態環境の関係も変えた。多くの
村落では、両者の関係は弱体化しつつある。
それはまさに日本を含む先進諸国が経験し
てきた径路である。しかし同時に、生業の多
角化によって自給という制約から解放され
た住民が、これまでに蓄積した知識と飛躍的
に拡大した社会ネットワークを活用して新
たな技術を導入し、生態資源の革新的な利用
を始めているケースもある。東南アジア農山
漁村における持続型生存基盤とは何か、とい
う問いに答えるためには、このようなケース
を丹念に探しだし、その技術的、経済的価値
を科学的に検証し、それぞれの地域の持続型
生存基盤モデルとして体系化していく必要
がある。 
 
２．研究の目的 
 
(1) 東南アジア農山漁村における生業転換
実態の解明 
生業転換は、生存基盤の再構築を促す内的要
因であり、かつ外的要因である。生業転換に
より、住民自身の就業・労働構造や社会構造
が変化している。同時に、生業転換が地域レ
ベルやグローバルに進行することにより、自
然環境の保全や自然資源利用に対する地域
社会のニーズが変化するからである。東南ア
ジア農山漁村におけるこの 25 年間の生業転
換の実態を明らかにする。 
 
(2) 東南アジア農山漁村を対象とした持続
型生存基盤モデルの提示 
農山漁村が発展するためには、より効率的に
生産し、より高い収益をあげるための技術開
発や制度整備が必要であることは間違いな
い。しかし、効率性の追求が持続性を実現す
るとは限らない。たとえマイナーな技術で、

通常の状態では顧みられないほどその技術
の持つ効率性が低くても、それが気候変動や
社会不安にかかわらず機能し、利用すること
ができるならば、そのような技術を、持続型
生存基盤を構成する重要な因子として位置
づけることができる。このような観点から、
革新的な生態資源利用事例を体系化し、それ
ぞれの地域社会の生存基盤に位置づけ、地域
レベルの生業転換実態を踏まえて、東南アジ
ア農山漁村を対象とした持続型生存基盤モ
デルとして提示する。 
 
３．研究の方法 
 
(1) 生業転換過程の検証 
東南アジア山地部に立地するラオス－中国
国境域、ベトナム北部山地および中国・雲南
省と平地部に立地するカンボジア・ポーサッ
ト州およびタイ東北部を事例地区として、過
去数十年間を対象に、農山漁村における生業
転換過程をフィールドワーク、リモートセン
シングデータ分析、各種文書分析により解明
する。 
 
(2) 持続型生存基盤研究アジェンダの提示 
事例地区の分析結果を比較検討し、東南アジ
アの農山漁村に普遍的な生業転換過程を抽
出するとともに、生業転換のリスクと可能性
を同定し、持続型生存基盤研究が目指すべき
研究アジェンダを提示する。 
 
４．研究成果 
 
(1) ラオス－中国国境域 
ラオス－中国国境域では、中国の巨大な国内
市場向けの商品作物栽培の導入が生業転換
の主たるドライバーとなっている（図１参
照）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図１ 中国国境近くに位置するラオス農村
における商品作物栽培の導入過程 

 
しかし、中国側とラオス側では農家の対応が
大きく異なり、中国側では急激な栽培作物の
変化とそれによる生業転換が進行している

 



のに対して、ラオス側での栽培作物の変化は
緩慢であり、生業転換と呼べる状況には至っ
ていない。この違いは直接的には国境交易の
制度的な制限に起因するが、より重要なこと
は、土地所有の制度化と実効化における両国
の違いであることを指摘することができた。 
 
(2) ベトナム・北部山地 
ベトナム・北部山地では、焼畑による自給作
物栽培から商業的なコーヒー栽培への転換
が急速に進行しているが、これは生業の多様
化を促進していることが明らかになった（図
2参照）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図２ ベトナム・ソンラー省におけるコーヒー栽
培の農家経営に与える影響 
 
農家は、コーヒー栽培によって得た現金収入
を、教育費等の次世代への投資に加えて、家
畜飼育や運送業等の新たな生業に再投資す
ることにより、生存基盤を強化している。一
般的には地域経済を脆弱化すると言われて
いるブーム・クロッピングにより生存基盤を
強化することができている要因は、確実な土
地保有を支える制度と市場や行政サービス
へのアクセスにあると考えられる。 
 
(3) カンボジア・ポーサット州 
カンボジア・トンレサップ湖周辺地域では、
コメの商品作物化やキャッサバ栽培の導入、
さらにプノンペン周辺やタイへの出稼ぎを
エンジンとする生業転換が進む中で、農村内
の所得格差も同時に増大していること、そし
て貧困層にとっては洪水や干ばつのような
軽微な自然災害であってもその生存を脅か
すものであることが明らかになった。また、
一般的には生業転換のドライバーとして機
能する親族ネットワークが貧困層の生存の
維持においては機能していないこと、それに
代わって日常的に付き合いのある流通業者
や小売業者こそが緊急時の貧困層の生存を
支えている可能性が示唆された。市場経済の
浸透の多面的な効用を示すものと考えられ
る。 
 

(4) 中国・雲南省 
中国・雲南省では、1980 年代以降、ゴム栽培
の導入をエンジンとする小農の生業転換が
進行した。その土地利用に与える影響を追跡
した（図３参照） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
図３ 中国・雲南省の西双版納地区の農村におけ
るゴム園拡大にともなう土地利用変化 

 
従前、住民は、集落を中心として、低地を水
田に利用し、山地を集落近傍から順に薪炭材
採集地、自給用畑作地、森林産物採集地とし
て利用していた。ゴム園は、当初は自給用畑
作地に、後には薪炭材採取地に拡大した。こ
れらは、水田水稲作の生産力向上やプロパン
ガスの普及により、それぞれの従前の土地利
用の用途が住民の生活にとって不要になる
過程と並行したものであった。すなわち、住
民は土地利用の基本構造を維持したまま、商
品作物栽培を導入してきたことが明らかに
なった。 
 
(5) タイ東北部 
タイ東北部には天水田水稲作が卓越する。
1980 年代半ば以降の工業化が主導する経済
発展の過程での、東北部農民の生業転換と生
活の変化を追跡調査した（図４参照）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図４ タイ東北部の農民の生業転換過程で
の生活の変化 

 

 



1980年代前半から2000年代前半までの20年
間で、兼業農家が約 50％から約 80％に増加
し、農家所得は 2 倍になった。この期間に、
少子高齢化が進行するとともに、就学率、修
学年限も増加した。また高齢者が就労するよ
うになった。さらに核家族が 63％から 42％
に減少し、代わってステム家族や親子関係以
外で構成される世帯が増加した。すなわち、
生業転換は単に職業や収入構造の変化のみ
にとどまらず、教育、就労、家族形態を含む
生活全般の変化をともなうものであること
が示唆された。 
 
(6)  東南アジア農山漁村を対象とした持
続型生存基盤モデルの提示 
1) 東南アジア社会は、この数十年、地域や
国家レベルの市場システムや統治制度とい
う観点からは大きく変化しているが、そのイ
ンフォーマルな社会の構造やネットワーク
の変化は緩やかであり、生業転換は両者の影
響を受けながら進行しているが、その内容は
地域によって大きく異なること、2) 生業転
換の要因として、社会の構造的変化に加えて、
移住やインフラ整備等のイベントを重視す
る必要があること、また、利用可能な自然資
源の微視的な差異は短期的には生業転換の
方向性に決定的な意味を持つが、長期的には、
自然資源よりも市場ネットワークや行政サ
ービスの影響力が大きいために、生態区分を
超えて共通する生業転換が進行すること、3) 
農山漁村の地域住民は単一の生業にのみ依
存して生活しているのではなく、常に複数の
生業を組み合わせて持続的な生存基盤を確
保し、安定した生活を実現しようとしている
こと、また、生業転換は、多くの場合、複数
の生業すべてを変化させるのではなく、その
一部を変化させるものであること、4) 生業
転換により生活が極度の困難な状態に陥る
のは、複数の生業すべてを変化させた場合が
多いこと、したがって持続型生存基盤の観点
から、生業を構造化し、それに基づいて生業
転換の可能性とリスクを論じる必要がある
こと等が明らかになった。 
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